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一
読
し
て
、
歴
史
学
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
し
か
知
ら
な
い
人
間
に
は

書
け
な
い
文
章
、
描
け
な
い
図
柄
だ
と
感
嘆
し
た
。
著
者
大
石
は
、

専
門
の
英
文
学
の
諸
作
品
に
通
暁
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
長
く
実

り
豊
か
な
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
の
留
学
生
活
を
通
し
て
イ
ギ
リ
ス

の
人
や
文
物
を
体
感
し
て
血
肉
化
し
、
さ
ら
に
歴
史
学
の
方
法
も
熟

知
し
て
い
る
と
い
う
稀
有
な
研
究
者
で
あ
る
。『
家
の
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
』
は
、
こ
の
三
つ
の
特
長
が
み
ご
と
に
発
揮
さ
れ
た
作
品
だ
。
読

者
の
前
提
知
識
や
関
心
に
応
じ
て
、
打
て
ば
響
く
読
後
感
を
与
え
て

く
れ
る
書
物
で
は
な
い
か
と
思
う
。
本
評
で
は
、
英
文
学
に
詳
し
く

も
な
け
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
滞
在
経
験
も
長
く
な
い
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
史

を
研
究
し
て
き
た
一
読
者
な
り
の
収
穫
の
中
身
を
共
有
し
て
み
た

い
。
以
下
、
前
半
で
各
章
の
内
容
を
ま
と
め
つ
つ
多
少
の
コ
メ
ン
ト

を
付
し
、
後
半
で
全
体
に
関
わ
る
批
評
を
試
み
る
。

　
本
書
の
目
的
と
構
成
は
、
大
略
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
英

文
学
作
品
に
お
い
て
「
家
」（
ま
た
は
建
築
物
）
が
喚
起
す
る
イ
メ
ー

ジ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
と
変
遷
を
、
同
時
代
の
現
実
の
文
脈
を
踏
ま
え
な

が
ら
時
代
順
に
論
じ
て
い
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
．
一
九
世

紀
後
半
の
都
市
の
深
奥
に
巣
食
っ
た
ス
ラ
ム
（
第
一
章
、
第
二
章
）、

二
．
前
世
紀
転
換
期
に
都
市
か
ら
触
手
の
よ
う
に
伸
び
た
郊
外
住
宅

（
第
三
章
）、
三
．
戦
間
期
か
ら
第
二
次
大
戦
後
に
か
け
て
都
市
と
対

置
さ
れ
た
田
舎
の
農
家
屋
お
よ
び
カ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
（
第
四
章
、

第
五
章
）、
そ
し
て
、
四
．
二
〇
世
紀
後
半
に
再
評
価
さ
れ
る
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
時
代
の
建
築
物
（
第
六
章
）。

　「
序
章
　
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
な
家
の
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」
で
研
究
史
的

な
意
味
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
で
は
、
主
と
し
て
中
流
階
級
か

ら
な
る
歴
代
の
文
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
想
像
さ
れ
た
貧
困
者
、
下
層

中
流
階
級
、
中
流
階
級
、
上
流
階
級
が
、
そ
の
独
特
の
住
環
境
―
―

地
霊
が
住
ま
い
、
時
間
の
層
が
折
り
重
な
っ
た
「
記
憶
の
場
」
で
も

あ
る
建
築
物
―
―
を
創
出
し
、
か
つ
そ
の
住
環
境
に
よ
っ
て
独
特
の

「
歴
史
的
な
生
態
的
特
性
」
を
刻
み
込
ま
れ
る
仕
方
に
焦
点
が
あ
わ

せ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
書
の
主
体
は
住
人
と
い
う
よ
り
「
ハ

ビ
ト
ゥ
ス
と
し
て
の
家
」で
あ
る
。や
や
言
葉
を
補
え
ば
、《
ハ
ビ
ト
ゥ

ス
生
成
の
場
（
ク
ロ
ノ
ト
ポ
ス
）
と
し
て
の
建
築
物
》
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
か
。
様
式
変
遷
史
と
し
て
の
建
築
史
と
は
異
な
る
視
角
が

書
　
評

大
石
和
欣 
著

『
家
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
―
　

　
　
　
　
変
貌
す
る
社
会
と
建
築
物
の
詩
学
』

（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
）

金
澤
　
周
作
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明
瞭
に
打
ち
出
さ
れ
、
血
の
通
っ
た
、
濃
密
な
、
と
き
に
息
の
詰
ま

る
よ
う
な
、
い
く
つ
か
の
時
空
間
が
描
写
さ
れ
て
い
く
。

　「
第
一
章
　
闇
の
奥
の
家
―
―
ス
ラ
ム
を
め
ぐ
る
ま
な
ざ
し
と
表

象
」
で
は
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
、
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
イ

ヒ
ュ
ー
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
ら
に
よ
る
先
駆
的
な
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ
ュ
的
な
ス
ラ
ム
表
象
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
や
ギ
ャ
ス
ケ
ル
の
文

学
的
な
下
層
社
会
像
、
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
・
ヒ
ル
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ー

ス
の
「
暗
黒
」
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
的
な
ま
な
ざ
し
、
Ｒ
・
Ｌ
・
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
や
ブ
ラ
ム
・
ス
ト
ー
カ
ー
の
不
安
と
緊
張
に
満
ち

た
裏
と
表
の
世
界
の
近
接
性
へ
の
気
づ
き
、
各
種
の
ス
ラ
ム
探
訪
や

ア
ー
サ
ー
・
モ
リ
ソ
ン
に
よ
る
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
的
位
置
づ
け
が
畳
み

か
け
る
よ
う
に
解
説
さ
れ
る
。
　

　
筋
違
い
の
感
想
だ
が
、
国
際
法
の
博
士
号
を
持
っ
て
い
る
イ
ギ

リ
ス
の
Ｓ
Ｆ
作
家
チ
ャ
イ
ナ
・
ミ
エ
ヴ
ィ
ル
が
『
ク
ラ
ー
ケ
ン
』

（
二
〇
一
〇
年
）
で
創
造
し
た
、
魑
魅
魍
魎
が
跋
扈
し
、
堅
気
の
人

に
は
見
え
な
い
通
り
や
小
路
が
潜
む
、
生
き
物
の
よ
う
な
ロ
ン
ド
ン

を
想
起
さ
せ
ら
れ
た
。
本
章
が
取
り
上
げ
た
都
市
描
写
の
パ
タ
ー
ン

は
、
そ
れ
く
ら
い
長
い
命
脈
を
保
つ
文
学
的
テ
ン
プ
レ
ー
ト
だ
と
い

う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
中
流
階
級
が
、
自
分
た
ち
の

生
き
る
世
界
の
す
ぐ
裏
側
に
「
染
み
」
の
ご
と
く
存
在
し
た
ス
ラ
ム

を
、
異
質
で
危
険
で
、
の
ぞ
き
見
趣
味
的
な
喜
び
を
与
え
て
く
れ
る

他
者
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
中
流
階
級
的
な
理
想
の

家
―
―
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
な
家
」
―
―
が
対
比
的
に
自
覚
さ
れ
る

（
大
石
の
表
現
で
は
「
逆
説
的
に
再
構
築
」
さ
れ
る
）
と
い
う
論
旨

は
説
得
的
で
あ
る
。
た
だ
、
社
会
調
査
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
よ
る
援
助

も
す
べ
て
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
ご
と
く
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
ス
ラ
ム

と
ス
ラ
ム
住
民
の
「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」
は
、
徹
頭
徹
尾
、
書
き
手
で
あ

る
中
流
階
級
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
産
物
で
あ
る
。
ス
ラ
ム
住
民
に
よ
る

カ
ウ
ン
タ
ー
・
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
は
皆
無
だ
と
は
思
わ
れ
な
い
の
だ
が（
次

章
参
照
）。

　「
第
二
章
　
ス
ラ
ム
に
聳
え
る
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
―
―
夢
に

終
わ
っ
た
中
世
の
理
想
」
で
は
、
ス
ラ
ム
の
深
奥
に
も
建
築
さ
れ
た

ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
建
築
物
の
意
味
を
問
う
。
背
景
と
な
る
コ

ン
テ
ク
ス
ト
は
、「
中
世
主
義
」
の
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
理
想

の
過
去
と
し
て
の
「
中
世
」
の
「
再
創
造
」
の
運
動
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
り
、
人
間
が
疎
外
さ
れ
る
悲
惨
な
近
代
の
「
超
克
」
を
果
た
そ

う
と
し
た
。
中
世
主
義
は
、
都
市
部
で
の
教
会
や
駅
舎
、
大
学
な
ど

の
建
築
物
の
形
だ
け
で
な
く
、
遠
く
コ
ベ
ッ
ト
や
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
ら

の
ロ
マ
ン
主
義
に
淵
源
す
る
、
農
村
で
の
田
園
主
義
（
一
九
世
紀
末

～
二
〇
世
紀
初
）
に
も
あ
ら
わ
れ
た
、
全
方
位
的
な
潮
流
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
急
速
な
近
代
化
の
ひ
ず
み
、
端
的
に
は
ス
ラ
ム
が
象
徴

す
る
自
由
放
任
主
義
や
功
利
主
義
の
酷
薄
を
是
正
す
る
真
摯
な
渇
望

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

　
大
石
は
こ
こ
で
も
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
如
き
力
業
で
関
係
す
る
諸
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作
品
を
総
な
め
に
し
て
い
く
。
す
で
に
一
八
三
〇
―
四
〇
年
代
に
、

ピ
ュ
ー
ジ
ン
の
『
対
比
』
や
カ
ー
ラ
イ
ル
の
『
過
去
と
現
在
』
が
登

場
し
、
テ
イ
ラ
ー
が
寿
ぐ
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
な
工
場
群
と
い
う
近
代

礼
賛
イ
メ
ー
ジ
を
批
判
し
て
い
た
。
世
紀
半
ば
以
降
に
つ
い
て
は
ラ

ス
キ
ン
に
よ
り
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
に
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
価
値

が
読
み
込
ま
れ
る
。
不
平
等
社
会
を
否
定
し
な
い
ラ
ス
キ
ン
に
よ
っ

て
持
ち
上
げ
ら
れ
る
、
自
然
の
不
完
全
さ
を
模
し
た
過
剰
装
飾
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
は
、
ス
ラ
ム
に
聳
え
る
と
き
、

「
雅
量
」
の
美
徳
―
―
ベ
ネ
ヴ
ォ
レ
ン
ス
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
ラ
ス
キ

ン
的
な
表
現
―
―
を
体
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ

ス
の
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
だ
よ
り
』
に
至
る
と
「
ス
ラ
ム
な
き
世
界
」
が

創
造
さ
れ
る
。
世
紀
末
に
は
ア
ー
サ
ー
・
モ
リ
ソ
ン
の『
ジ
ェ
イ
ゴ
ー

の
少
年
』
な
ど
、
ス
ラ
ム
を
舞
台
に
し
た
実
録
風
の
小
説
が
次
々
に

人
気
を
博
し
た
―
―
。

　
こ
の
章
で
も
、
ス
ラ
ム
は
中
流
階
級
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ネ

ガ
と
し
て
定
位
さ
れ
、
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
は
彼
ら
の
モ
ノ
ロ
ー

グ
で
あ
る
。
ス
ラ
ム
住
民
と
の
融
和
は
果
た
さ
れ
な
い
。
そ
の
矛
盾

と
限
界
を
大
石
は
強
調
す
る
。
た
だ
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
前
章
に

つ
い
て
触
れ
た
「
カ
ウ
ン
タ
ー
・
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
」
は
、
も
し
か
す
る

と
ス
ラ
ム
住
民
の
側
か
ら
の
、
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
や
そ
れ
が
表

象
す
る
中
世
主
義
的
な
有
機
的
階
層
秩
序
の
、ユ
ニ
ー
ク
な
領
有（
融

和
）を
示
し
た
り
も
す
る
の
で
は
な
い
か
。た
と
え
ば
、『
ジ
ェ
イ
ゴ
ー

の
少
年
』を
地
で
行
く
、ア
ー
サ
ー
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
回
想
記
録（
ラ

フ
ァ
エ
ル
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
が
編
纂
し
て
一
九
八
一
年
に
出
版
）
―
―

大
石
が
本
章
末
尾
の
行
論
で
参
照
し
て
い
る
サ
ラ
・
ワ
イ
ズ
の
す
ぐ

れ
た
著
作
（
評
者
は
和
訳
で
読
ん
だ
）
で
も
重
視
さ
れ
て
い
る
―
―

か
ら
は
、
ア
ー
サ
ー
少
年
の
そ
の
よ
う
な
建
築
体
験
が
読
み
取
れ
る

よ
う
に
評
者
は
感
じ
て
い
る
。

　「
第
三
章
　「
混
濁
」
し
た
郊
外
と
家
―
―
不
可
解
な
空
間
」
は
、

ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
り
か
つ
カ
オ
ス
で
も
あ
っ
た
世
紀
転
換
期
の
郊
外

に
舞
台
が
移
さ
れ
る
。
都
市
の
不
健
康
な
環
境
か
ら
大
挙
し
て
脱
出

し
て
き
た
下
層
中
流
階
級
の
人
々
は
、「
一
戸
建
て
、
二
軒
一
棟
建

て
の
住
宅
、
あ
る
い
は
棟
割
長
屋
様
式
の
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
住
宅
」

と
い
っ
た
「
マ
イ
ホ
ー
ム
」
を
持
つ
こ
と
を
ス
テ
イ
タ
ス
・
シ
ン
ボ

ル
と
と
ら
え
、
こ
れ
が
林
立
す
る
風
景
を
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
だ

と
評
価
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
イ
メ
ー
ジ
と

は
裏
腹
に
、
ロ
ン
ド
ン
郊
外
を
舞
台
に
し
た
小
説
作
品
群
―
―
ギ
ッ

シ
ン
グ
、
Ｗ
・
ペ
ッ
ト
・
リ
ッ
ヂ
、
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
、
Ａ
・

ベ
ネ
ッ
ト
ら
―
―
の
読
解
を
通
し
て
、
大
石
は
、
当
事
者
に
と
っ
て

は
実
存
的
な
空
間
で
あ
る
は
ず
の
郊
外
と
郊
外
住
宅
は
、
実
は
「
み

じ
め
」
で
、
画
一
的
で
、
女
性
を
束
縛
し
、
階
級
間
お
よ
び
階
級

内
の
隠
微
な
差
異
を
内
包
し
、
人
が
常
在
せ
ず
流
転
し
、
親
し
み
の

あ
る
社
交
も
存
在
し
な
い
、
生
き
た
歴
史
の
蓄
積
も
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
も
「
地
霊
」
も
欠
い
た
「
没
場
所
性
」
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
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る
こ
と
を
暴
い
て
い
く
。
ロ
ン
ド
ン
郊
外
で
転
居
を
繰
り
返
し
た
夏

目
漱
石
が
、
郊
外
住
宅
を
「
地
獄
」
と
表
現
し
て
い
る
の
も
面
白
い

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
不
在
が
隣
人
の
異
様
な
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
空

間
へ
の
強
い
関
心
を
呼
び
覚
ま
し
た
こ
と
を
、
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
の

『
四
つ
の
署
名
』
に
拠
っ
て
論
じ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
到
来
に
よ
り
「
家
」
ば
か
り
扱
う
と
し
て
低
い
評

価
に
甘
ん
じ
て
き
た
郊
外
文
学
を
正
面
か
ら
と
ら
え
な
お
し
、「
家
」

こ
そ
が
下
層
中
流
階
級
の
人
々
の
抱
え
る
不
安
の
形
象
で
あ
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
本
章
は
、
作
品
読
解
の
ス
リ
リ
ン
グ
さ
の
み
な

ら
ず
、
歴
史
学
の
研
究
か
ら
で
は
あ
ま
り
見
え
な
か
っ
た
、
世
紀
転

換
期
の
あ
る
歴
史
的
風
景
を
描
い
て
い
る
点
で
、
ひ
じ
ょ
う
に
高
い

価
値
が
あ
る
と
感
じ
た
。

　「
第
四
章
　
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
な
農
家
屋
―
―
遺
産
の
継
承
と
社

会
」
は
、
文
学
作
品
の
中
で
も
構
築
さ
れ
た
伝
統
的
な
「
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
な
」
農
家
屋
が
、
文
化
継
承
や
再
生
を
テ
ー
マ
に
し
な
が

ら
、
内
部
に
時
代
の
「
社
会
の
病
理
を
隠
匿
」
し
て
い
る
さ
ま
を
論

じ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
は
、
建
築
物
が
次
々
に
建
て
替
え
ら
れ
る
時

代
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
空
間
は
混
沌
と
な
り
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は
断
絶
し
た
。
農
業
の
衰
退
も
進
ん
で
い
た
の
で
、
前

章
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
郊
外
住
宅
と
は
差
異
化
さ
れ
る
レ
ッ
チ

ワ
ー
ス
の
よ
う
な
、
都
市
と
田
園
の
折
衷
、
田
園
都
市
が
開
発
さ
れ

た
。
こ
う
し
た
帰
農
主
義
、
あ
る
い
は
田
園
の
理
想
化
を
体
現
し
て

い
た
の
が
、
世
代
を
超
え
て
た
た
ず
む
農
家
屋
で
あ
り
、『
ク
ラ
リ

オ
ン
』
や
『
カ
ン
ト
リ
ー
・
ラ
イ
フ
』
誌
を
通
じ
て
、
人
々
の
憧
憬

の
的
と
な
る
。
そ
う
し
た
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
な
」
農
家
屋
が
重
要

な
役
割
を
演
じ
る
の
が
、
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
『
ハ
ワ
ー
ズ
・
エ
ン
ド
』

で
あ
る
。
大
石
は
こ
の
作
品
に
、
ラ
ス
キ
ン
の
系
譜
や
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
足
跡
を
読
み
解
く
だ
け
で
な
く
、
地
霊
が
息
づ
き

変
わ
ら
ず
土
地
に
根
を
張
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
ハ
ワ
ー
ズ
・
エ

ン
ド
邸
の
継
承
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
、ハ
ビ
ト
ゥ
ス
形
成
と
な
ら
び
、

ひ
そ
や
か
な
断
絶
の
契
機
―
―
階
級
的
、
血
統
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
な
―
―
を
見
出
し
て
い
く
。
評
者
の
突
飛
な
連
想
か
も
し
れ
な
い

が
、
第
二
次
大
戦
中
に
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
ト
ー
ル
キ
ン
『
指
輪
物

語
』
の
ホ
ビ
ッ
ト
村
の
農
家
屋
に
も
、
同
じ
診
断
が
で
き
そ
う
だ
。

　
結
局
、
田
舎
の
農
家
屋
は
、
第
一
章
か
ら
第
三
章
に
か
け
て
扱
わ

れ
て
い
た
ス
ラ
ム
と
郊
外
住
宅
の
対
極
物
と
し
て
構
築
さ
れ
、
中
流

階
級
の
理
想
や
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
が
投
影
さ
れ
た
。
し
か
し
同
時
に
、

農
家
屋
は
理
解
し
が
た
い
時
代
の
変
化
へ
の
不
安
が
醸
成
さ
れ
る
場

で
も
あ
っ
た
。
理
想
は
幻
影
に
終
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
章
を
読
ん

で
、
ロ
マ
ン
主
義
か
ら
中
世
主
義
を
経
て
田
園
主
義
に
つ
な
が
る
太

い
動
脈
を
流
れ
て
い
る
の
は
、
一
貫
し
て
、
中
流
階
級
が
抱
い
て
い

た
失
わ
れ
た
も
の
へ
の
憧
憬
と
失
わ
れ
た
も
の
の
構
築
に
向
け
た
意

志
の
力
強
さ
、
そ
し
て
、
表
面
上
の
熱
心
な
構
築
物
へ
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
の
裏
で
ち
く
ち
く
と
刺
し
て
く
る
幻
滅
の
苦
さ
だ
っ
た
の
で
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は
な
い
か
と
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
第
五
章
　「
空
っ
ぽ
の
貝
殻
」
―
―
消
え
ゆ
く
カ
ン
ト
リ
ー
・
ハ

ウ
ス
の
幻
影
」
は
、
一
九
〇
〇
年
か
ら
七
〇
年
に
約
一
五
〇
〇
軒
の

カ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
消
え
た
と
い
う
衝
撃

的
な
数
字
か
ら
説
き
起
こ
し
、
現
在
カ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
が
醸
し

出
す
「
偉
大
な
遺
産
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
そ
ぐ
わ
な
い
、
こ
の
時

期
の
大
破
壊
の
意
味
を
論
じ
る
。
両
大
戦
の
衝
撃
や
大
土
地
所
領
の

苦
境
、
炭
鉱
で
の
厳
し
い
ス
ト
ラ
イ
キ
、
帝
国
の
退
潮
に
伴
う
旧
支

配
層
の
ア
ナ
ク
ロ
化
と
影
響
力
の
低
下
と
い
っ
た
現
象
を
丹
念
に
背

景
と
し
て
据
え
な
が
ら
、
取
り
上
げ
る
の
は
戦
間
期
か
ら
第
二
次
大

戦
後
に
か
け
て
の
作
品
群
で
あ
る
。『
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
』
で
は
カ

ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
は
過
去
の
亡
霊
で
あ
り
、
存
在
が
希
薄
化
し

て
い
る
。『
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
』
で
は
、
血
統
の
継
承
に
失
敗
し
た

男
爵
も
そ
の
屋
敷
も
「
空
っ
ぽ
の
貝
殻
」
と
さ
れ
る
。『
レ
ベ
ッ
カ
』

で
は
、前
妻
の
記
憶
の
満
ち
る
マ
ン
ダ
レ
ー
館
は
主
人
公
に「
ゴ
シ
ッ

ク
」
的
な
「
違
和
感
」、
非
現
実
感
を
喚
起
し
、
恐
怖
の
ト
ポ
ス
と

な
り
、「
空
っ
ぽ
の
貝
殻
」
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
焼
失
す
る
。『
ブ

ラ
イ
ズ
ヘ
ッ
ド
再
訪
』
で
は
、
中
流
階
級
の
主
人
公
が
若
か
り
し
頃

に
訪
れ
た
記
憶
の
中
の
カ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
に
、
当
時
の
彼
に
は

理
解
で
き
な
い
地
霊
が
お
り
、し
か
も
こ
の
館
そ
の
も
の
が
今
や「
空

虚
」
な
の
で
あ
る
。『
日
の
名
残
り
』
で
描
か
れ
る
カ
ン
ト
リ
ー
・

ハ
ウ
ス
も
時
代
に
取
り
残
さ
れ
た
遺
物
と
し
て
、
か
つ
て
の
威
厳
は

「
空
洞
」
化
し
て
い
る
。

　
カ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
は
無
理
に
延
命
し
よ
う
と
す
る
過
去
の
記

念
碑
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
「
空
洞
」
な
の
だ
が
、
人
々
は
過
去
の

幻
影
に
す
が
る
。
最
後
に
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
と
深
い
愛
情

関
係
を
取
り
結
ん
だ
ヴ
ィ
タ
・
サ
ッ
ク
ヴ
ィ
ル=

ウ
ェ
ス
ト
と
い
う

女
性
が
、
シ
ッ
シ
ン
グ
ハ
ー
ス
ト
・
カ
ー
ス
ル
の
維
持
管
理
に
心
血

を
注
ぐ
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
置
か
れ
て
い
る
。
一
見
、こ
の
現
実
だ
け
は
、

上
記
の
小
説
群
と
は
異
な
り
、
不
思
議
と
明
る
い
、
前
向
き
な
カ
ン

ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
。
し
か
し
、
館
の
存
続

は
、
そ
の
将
来
的
な
「
死
」
が
避
け
よ
う
も
な
い
中
、
必
死
に
延
命

に
奔
走
す
る
人
間
の
「
戦
い
」
の
姿
で
も
あ
る
の
だ
。

　
本
章
で
は
観
光
化
と
い
う
現
象
に
も
紙
幅
が
割
か
れ
て
い
る
。
観

光
客
は
、
威
容
を
保
つ
カ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
が
実
は
死
病
に
蝕
ま

れ
て
い
る
こ
と
、
皮
肉
な
こ
と
に
デ
リ
カ
シ
ー
の
な
い
観
光
客
の
存

在
に
よ
っ
て
延
命
し
て
い
る
こ
と
を
、
知
っ
て
い
た
（
る
）
の
か
ど

う
か
。
こ
の
観
光
客
が
、
本
章
で
挙
げ
ら
れ
た
作
品
の
読
者
で
も
あ

る
と
き
、大
石
が
掬
い
上
げ
た
滅
び
へ
の
慄
き
を
感
じ
取
れ
た
（
る
）

の
か
。

　
最
後
の
「
第
六
章
　
建
築
物
の
詩
学
―
―
ジ
ョ
ン
・
ベ
ッ
チ
ャ
マ

ン
と
歴
史
的
建
築
物
」
は
、
こ
こ
ま
で
の
行
論
を
受
け
止
め
、
ま
た

最
初
の
一
九
世
紀
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
建
築
物
の
テ
ー
マ
へ
と
回

帰
す
る
、
絶
妙
な
章
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
の
前
半
か
ら
後
半
に
か
け
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大
石
和
欣 

著
『
家
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
―
変
貌
す
る
社
会
と
建
築
物
の
詩
学
』（
金
澤
）

て
、「
国
民
詩
人
」
ベ
ッ
チ
ャ
マ
ン
の
経
歴
を
た
ど
り
、
彼
が
建
築

物
を
生
命
体
（「
詩
」）
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
実
用
性
に
重
き
を
置

き
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
や
古
典
様
式
の
秩
序
性
で
は
な
く
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
時
代
の
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
混
濁
な
い
し
複
合
混
成
感
（
コ

ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
）
を
評
価
し
、
資
本
の
力
で
強
行
さ
れ
る
再
開
発

に
反
対
し
、
歴
史
の
層
が
積
み
重
な
っ
た
教
会
や
街
並
み
を
愛
し
た

こ
と
が
共
感
的
に
述
べ
ら
れ
る
。
彼
は
旧
い
建
築
物
と
と
も
に
地
霊

を
一
掃
す
る
こ
と
に
抗
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
彼
は
自
動
車
や

鉄
道
で
の
旅
を
好
み
、
各
地
の
古
い
建
築
物
を
賞
玩
し
、
か
つ
て
の

郊
外
住
宅
で
、
一
九
六
〇
年
頃
に
は
「
貧
困
パ
ー
ク
」
と
揶
揄
さ
れ

て
い
た
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
パ
ー
ク
の
保
存
運
動
の
よ
う
に
、
先
頭

に
立
っ
て
建
築
物
保
存
活
動
を
行
う
。

　
評
者
の
不
明
を
恥
じ
る
が
、
こ
の
章
を
読
ん
で
は
じ
め
て
、
ネ
ッ

ト
上
に
数
多
く
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
ベ
ッ
チ
ャ
マ
ン
の
テ
レ

ビ
番
組
の
存
在
を
知
っ
た
。
本
章
で
は
書
か
れ
た
詩
文
の
分
析
に
重

き
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
映
像
メ
デ
ィ
ア
も
一
種
のliterature
と

捉
え
て
、
こ
れ
ら
を
「
読
解
」
す
る
こ
と
も
、
も
し
か
し
て
可
能
な

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
さ
れ
た
。い
く
つ
か
視
聴
し
て
み
る
と
、ベ
ッ

チ
ャ
マ
ン
の
語
り
口
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
も
魅

力
的
で
あ
る
。

　
以
上
で
本
書
の
内
容
を
概
観
し
て
き
た
。
各
論
と
し
て
も
全
体
と

し
て
も
、
軸
は
一
貫
し
つ
つ
陰
影
に
富
む
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
と
思
う
。
こ
こ
か
ら
は
、
本
書
評
―
―
と
い
っ
て
も
主

眼
で
あ
る
文
学
研
究
と
し
て
の
価
値
を
云
々
す
る
力
は
な
い
の
だ
が

―
―
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
っ
て
、
い
く
つ
か
の
コ
メ
ン
ト
を
記
し

て
お
き
た
い
。

　
先
鋭
的
な
英
文
学
者
な
ら
、
テ
ク
ス
ト
の
外
部
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に

つ
い
て
は
括
弧
に
入
れ
て
棚
上
げ
す
る
、あ
る
い
は
リ
ア
リ
テ
ィ「
表

象
」
と
し
て
、
文
学
作
品
の
そ
れ
と
同
次
元
で
扱
う
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
大
石
は
（
歴
史
学
研
究
者
に
は
あ
り
が
た
い
こ
と

に
）
実
在
論
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
客
観
的
な
経
済
条
件
や
社
会

政
策
や
帝
国
政
治
や
戦
争
は
、
作
品
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
の

現
実
の
土
台
と
し
て
活
か
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
本
書
の
読

者
は
、
退
屈
な
歴
史
の
概
説
書
で
は
決
し
て
得
ら
れ
な
い
、
同
時
代

を
生
き
た
作
家
に
よ
っ
て
鋭
敏
に
感
じ
取
ら
れ
、
魅
力
的
な
ア
ネ
ク

ド
ー
ト
に
変
換
さ
れ
た
時
代
の
特
徴
の
描
写
―
―
し
か
も
虚
構
で
あ

る
か
ら
こ
そ
圧
縮
さ
れ
輪
郭
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
―
―
に
介
助
さ

れ
て
、
最
後
ま
で
興
味
を
切
ら
さ
ず
に
読
み
進
み
、
知
ら
な
か
っ
た

歴
史
を
多
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
ひ
る
が
え
っ
て
、
歴
史
学
が
見
つ
け
て
く
る
史
料
の
伝
え
る
情
報

が
、
巷
間
言
わ
れ
る
「
事
実
は
小
説
よ
り
奇
な
り
」
な
内
容
で
あ
る

こ
と
は
稀
で
あ
る
。
史
料
と
な
る
テ
ク
ス
ト
の
書
か
れ
た
目
的
は
実

に
多
様
な
の
で
、
こ
ち
ら
の
期
待
か
ら
す
る
と
、
断
片
的
で
、
ず
れ

て
い
て
、
隔
靴
掻
痒
で
あ
る
。
そ
の
点
、
大
石
は
、
背
景
と
な
る
歴
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史
的
事
実
を
歴
史
家
の
研
究
成
果
か
ら
借
り
、
そ
の
上
に
、
実
に
巧

み
に
作
品
群
を
配
し
て
描
写
を
重
ね
て
い
く
。
こ
う
し
て
立
ち
昇
っ

て
く
る
の
は
、
五
感
を
刺
激
す
る
図
柄
で
あ
る
。
評
者
は
歴
史
家
の

は
し
く
れ
と
し
て
、
大
石
の
著
書
が
構
築
し
た
、
諸
階
級
が
家
を
め

ぐ
っ
て
織
り
成
す
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
近
現
代
の
時
空
間

に
大
い
に
納
得
さ
せ
ら
れ
魅
了
さ
れ
た
こ
と
を
、
忸
怩
た
る
思
い
で

受
け
止
め
て
い
る
。
な
み
の
歴
史
家
に
こ
こ
ま
で
鮮
や
か
な
、
読
者

を
知
的
に
満
足
さ
せ
る
『
家
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
』
が
書
け
る
だ
ろ
う

か
、
と
。

　
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
半
ば
に
か
け
て
、か
つ
て
の
安
定（
ひ
っ

か
か
り
）
を
失
く
し
て
し
ま
っ
た
、
違
和
感
の
た
だ
な
か
に
い
る
中

流
イ
ギ
リ
ス
人
男
女
の
不
安
と
あ
が
き
の
表
明
の
よ
う
な
、
文
学
に

お
け
る
家
モ
チ
ー
フ
の
系
譜
を
描
き
切
っ
た
本
書
は
、
大
石
自
身
の

地
霊
へ
の
愛
惜
の
念
に
貫
か
れ
て
い
る
。
都
市
ス
ラ
ム
は
い
わ
ば
非

場
所
で
あ
り
、
地
霊
な
ど
あ
り
よ
う
も
な
く
、
い
か
に
中
世
主
義
建

築
で
場
所
性
を
回
復
し
よ
う
と
し
て
も
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
是
正
さ
れ
な
い
。
劣
悪
な
都
市
環
境
（
非
場
所
）
を
脱
出
し
て

下
層
中
流
階
級
が
憧
れ
手
に
入
れ
た
理
想
の
郊
外
住
宅
は
地
霊
の
い

な
い
没
場
所
で
あ
る
こ
と
を
露
呈
す
る
。
あ
ら
ま
ほ
し
い
地
霊
息
づ

く
田
舎
の
農
家
屋
や
カ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
も
、
幻
影
に
す
ぎ
な
い
。

　
大
石
が
「
想
い
出
の
家
―
―
あ
と
が
き
に
か
え
て
」
で
回
想
す
る

幼
少
期
に
暮
ら
し
た
今
は
な
き
「
田
舎
の
古
い
農
家
屋
」
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
実
は
評
者
に
も
深
く
共
感
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
評
者
も
幼

少
期
か
ら
学
生
時
代
ま
で
「
田
舎
の
古
い
農
家
屋
」
で
育
っ
た
（
自

宅
近
く
に
現
存
し
、
そ
こ
に
両
親
が
暮
ら
し
て
い
る
の
で
記
憶
化
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
）。
だ
か
ら
、
地
霊
的
な
も
の
に
惹
か
れ
る
気

持
ち
は
と
て
も
よ
く
理
解
で
き
る
。
た
だ
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
こ

う
し
た
愛
惜
の
情
を
持
つ
こ
と
の
贅
沢
さ
も
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。

本
書
に
は
家
に
過
剰
に
思
い
入
れ
を
抱
き
裏
切
ら
れ
る
中
流
階
級
の

悲
哀
が
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
描
か
れ
る
が
、
人
口
の
過
半
を
成
し
た

労
働
者
階
級
の
家
と
の
か
か
わ
り
は
、
そ
の
よ
う
な
甘
さ
を
持
つ
余

裕
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　『
家
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
』
は
十
二
分
に
説
得
的
な
作
品
で
あ
る
が
、

そ
の
美
し
く
も
哀
し
い
諦
念
た
だ
よ
う
輝
き
の
背
後
に
、
貧
し
い
人

た
ち
が
（
中
流
階
級
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
の
で
は
な
く
）
自
ら
生

き
て
構
築
し
た
別
の
「
家
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」、
別
の
系
統
の
ハ
ビ

ト
ゥ
ス
形
成
の
場
と
し
て
の（「
文
学
的
」で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
）

家
の
言
説
な
い
し
歴
史
の
層
が
控
え
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
の
で

あ
る
（
１
）

。
こ
の
点
で
、
た
と
え
ば
レ
イ
モ
ン
ド
・
ブ
リ
ッ
グ
ズ
の
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
・
ノ
ベ
ル
、『
エ
セ
ル
と
ア
ー
ネ
ス
ト
』（
一
九
九
八
年
）

は
、
作
者
の
両
親
で
あ
る
労
働
者
階
級
の
主
人
公
が
暮
ら
す
戦
間
期

か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
家
の
変
遷
が
視
覚
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
分
析
さ
れ
る
べ
きliterature

と
い
っ
て
よ
い
と
評

者
は
思
う
が
、
検
討
範
囲
は
も
っ
と
広
げ
て
い
け
る
だ
ろ
う
。
ス
ラ
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大
石
和
欣 

著
『
家
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
―
変
貌
す
る
社
会
と
建
築
物
の
詩
学
』（
金
澤
）

ム
街
の
貸
し
間
、
貧
農
の
コ
テ
ー
ジ
、
モ
デ
ル
工
業
村
の
労
働
者
住

宅
、
家
事
使
用
人
に
あ
て
が
わ
れ
る
屋
根
裏
部
屋
、
日
雇
い
労
働
者

が
暮
ら
す
木
賃
宿
、
水
夫
が
ハ
ン
モ
ッ
ク
で
起
居
す
る
船
倉
、
兵
士

の
バ
ラ
ッ
ク
、
慈
善
養
老
院
、
孤
児
院
、
救
貧
院
、
刑
務
所
、
ホ
ー

ム
レ
ス
が
夜
を
過
ご
す
シ
ェ
ル
タ
ー
や
橋
の
下
、
第
二
次
大
戦
後
に

急
速
に
増
え
る
高
層
公
営
住
宅
、
移
民
街
、
ス
ク
ォ
ッ
タ
ー
が
不
法

に
居
座
る
空
き
物
件
な
ど
。
も
し
文
学
に
素
材
が
少
な
い
な
ら
、
今

度
は
歴
史
学
（
そ
し
て
現
在
な
ら
ば
社
会
学
）
の
出
番
か
も
し
れ
な

い
。

　
本
書
を
読
ん
で
、
参
照
さ
れ
る
作
品
を
読
み
た
く
な
る
し
、
登
場

す
る
建
築
物
や
土
地
を
訪
問
し
た
く
な
る
。
大
石
が
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ブ
ー
ス
の
「
貧
困
地
図
」
を
片
手
に
ロ
ン
ド
ン
を
歩
い
た
よ
う
に
、

い
つ
か
、『
家
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
』
を
片
手
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
歩

い
て
み
た
い
。
そ
う
思
わ
さ
れ
る
素
敵
な
書
物
で
あ
る
。
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史
苑
（
第
八
一
巻
第
二
号
）

註（１
）
本
書
評
を
ひ
と
と
お
り
書
き
上
げ
た
後
に
、
次
の
よ
う
な
研
究
書

の
存
在
を
知
っ
た
。
大
石
も
参
考
文
献
に
挙
げ
て
い
た
が
、『
家
の

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
』
を
建
設
的
に
補
完
す
る
内
容
を
備
え
た
好
著
だ
と

感
じ
た
。N

icola W
ilson, H

om
e in B

ritish W
orking-C

lass 
Fiction, A

shgate, 2015.  

特
に
第
二
章
は
面
白
い
。

（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）


